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二
三
八

日
蓮
に
お
け
る
法
華
経
行
者
と
持
経
者

渡

辺

彰

良

は

じ

め

に

日
蓮

は
法
華
経
の
行
者
と
し
て
の
自
覚
に
立

っ
て
法
華
経
を
弘
通
し

た
が
、

こ
の

「法
華
経
の
行
者
」
は
多
面
的
意
味
が
内
包
さ
れ
、
捉
え

が
た
い
概
念
で
あ
る
。

二
方
、
日
蓮
は
法
華
経
弘
通
者
を
規
定
す
る
指

標
と
し
て
、
「智
者
」
「知
教
者
」
「智
人
」
「聖
人
」
等
、
多
く
の
語
彙

を
用
い
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
「法
華
経
の
行
者
」
を
理
解
す
る
に
あ
た

り
、
『守
護
国
家
論
』
等
の
初
期
の
遺
文
に
見
受
け
ら
れ
る

「持
経
者
」

と
い
う
語
に
着
目
し
、
考
察
す
る
。

一

持

経

者

の

一
般

的

定
義

持
経
者
を
法
華
経
受
持
者
と
い
っ
た
意
味
で
広
く
捉
え
る
と
、
法
華

経
中
に
は
、
「持
法
華
経
者
」
「持
是
経
者
」
「持
此
経
者
」
等

の
多

く

の
語
が

存
す
る
が
、
「持
経
者
」
も

し
く

は

「持
経
」
と

い
う
用
例
は

少
な
い
。
『
法
師
品
』
や

『法
師
功
徳
品
』
に
示
さ
れ
る

「持
経
者
」
は

法
華
経
受
持
者
で
あ
る
法
師
の

二
例
で
あ
り
、
「持
経
」
の
具
体

的
内

容
は
述
べ
ら
れ
な
い
。

し
か

し
、
『法
師
品
』
に

「其
れ
是
の
法
華
経

を
読
誦
し
持
つ
こ
と
あ
ら
ん
に
須
臾
も
悪
言
を
加

へ
ん
は
其
の
罪
復
彼

れ
に
過
ぎ
ん
」
(国
訳

二
切
経
法
華
部
二
〇
八
頁
)
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の

特
質
に
は
法
華
経
読
誦
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

中
村
元
著

『仏
教
語
辞
典
』
に
よ
る
と
、

「持
経
者
」
と
は

一
般
に

大
乗
経
典
、
特
に
法
華
・経
を
読
誦
す
る
老
と

定
義
さ
れ
る
。
ま
た
、
中

世
日
本
に
存
在
し
た
修
行
者
を
指
し
て
、
「『
法
華
経
』
を
受
持
し
、

二

日
何
巻
と
定
め
て
読
誦
す
る
行
者
。
遁
世
し
て
も

っ
ぱ
ら
経
を
読
誦
す

る
者
。
ま
た
神
社

・
仏
闍
に
籠
も

っ
て
読
誦
す
る
者
」
と
さ
れ
る
。

高
木
豊
氏
は

『平
安
時
代
法
華
仏
教
史
研
究
』
の
中
で
、
寺
院
を
出

て
遊
行
し
た
法
華
聖
と
し
て
の
持
経
者
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。

こ

れ
ら
の
聖
は
法
華
経
読
誦
を
修
行
の
中
心
に
据
え
て
自
行
し
、
そ
の
経

力
を
も

っ
て
人

々
に
安
心
を
与
え
た
。
現
在

で
は
、
そ
の
活
動

の
多
く

は
明
か
で
は
な
い
が
、
有
力
な
教
団
を
形
成
す
る
も
の
も
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
日
蓮
と
こ
れ
ら
法
華
聖
と
の
関
係

は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と

も
そ
の
活
動
に
つ
い
て
認
知
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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二

日
蓮

の
持

経
者

認

識

そ
れ
で
は
、

日
蓮
は
持
経
者
を
ど
う
認
識
し

た

の
か
。
『
守
護
国
家

論
』
に
は
、
持
経
者
を
罵
る
罪
を

『法
師
品
』

の

「持
経
者
」
の
文
に

尋
ね
て
、
「若
人
以

一

悪
言

殿
下砦

在
家
出
家
読

誦

法
華
経

者

其
罪
甚
重
。
(
一
〇
五
頁
)」
と
述
べ
て
い
る
。
こ

こ
か
ら

日
蓮
が
持
経

者
を
法
華
経
読
誦
者
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
が

理

解

で
き

る
。
し
か

し
、
「
持
経
」
と
は
法
華
経
の
口
唱
の
み
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
。
「
手

不

執

法
華
経

部
八
巻

信

是
経

人
昼
夜
十
二
時
持
経
者
也
。
ロ

不

出

読
経
声

信

法
華
経

者
日
々
時
々
念
々
読

一
切
経

者
也
」

(
一
一
一
頁
)
の
文
を
み
る
と
、
持
経
者
は
、
法
華
経
を
読
誦
し
な
い
時

に
も
常

に
法
華
経
を
読
誦
修
行
す
る
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の

「昼
夜
十

二
時
の
持
経
者
」
こ
そ
日
蓮
独
自

の
持
経
者
認
識
を
示
す
語
で
あ
る
。

同
様
の
用
例
は
伊
豆
配
流
期
の

『
四
恩
鈔
』
(二
三
六
頁
)
に
も
見
ら
れ

る
。
そ
れ
で
は
、
十
三
時
に
法
華
経
を
読
誦
す
る
、
と
は
如
何
な
る
こ

と
か
。

日
蓮
は
そ
れ
を
法
華
経
色
読
と
主
張
す
る
。

つ
ま

り
、
「十

三

時
に
法
華
経
を
修
行
」
す
る
理
由
と
し
て

「
法
華
経
の
故
に
か
ゝ
る
身

と
な
り
て
」
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
法
華
経
弘
通
の
結
果
、
流
罪
に
遭

い
、
『法
師
品
』

の

「
況
滅
度
後
」
等
を
色
読
し
た
こ
と
を
示
す
。

こ
こ
で

「持
経
者
」
と
は
、
末
法
に
お
け
る
法
華
経
弘
通
に
伴
う
値

難
に
よ

っ
て
法
華
経
の
文
を
色
読
す
る
者
と
定
義
さ
れ
る
。

日
蓮
に
お
け
る
法
華
経
行
者
と
持
経
者

(渡

辺
)

三

法
華

経

の
行
者

と
持

経
者

日
蓮
は

『
教
機
時
国
鈔
』
(二
四
五
頁
)
に
、
法
華
経
の
行
者
と

『勧

持
品
』
に
示
さ
れ
る
三
類
の
敵
人
の
関
係
を
繰
り
返
し
述
べ
て
強
調
し

て
い
る
。
法
華
経
の
行
者
は
三
類
の
敵
人
に
象
徴
さ
れ
る
妨
害
者
を
招

く
必
然
性
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
三
類
の

敵
人
の
出
現
は
法
華
経
の
行
者
の
証
明
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
『南
条

兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
(三
二
七
頁
)
に
は
、

『法
師
品
』

の

「況
滅
度
後
」

・
『安
楽
行
品
』
の

「多

怨

難
信
」
と
い
う
法
華
経
弘
通
者
の
値
難
必

然
の
文
を
挙
げ
て
、
世
に
多
く
存
在
す
る
い
わ
ゆ
る
持
経
者
が
難
を
顕

さ
な
い
こ
と
に
疑
問
を
投
じ
て
い
る
。

一
方
、
日
蓮
は
迫
害
の
必
然
を

熱
知
し
な
が
ら
如
何
な
る
迫
害
に
も
退
転
せ
ず
と
決
意
し
、
敢
え
て
法

華
経
を
説
き
始
め
た
と
考
え
ら

れ
る
。
「我

不
愛
身
命
但
惜
無
上
道
」

を
読
ん
だ
と
あ
る
の
は
、

こ
の
決
意
を
表
し
て
い
る
。

こ
の
勧
持
品
の

二
十
行
の
偈
の
文
は
、
八
十
億
万
那
由
佗
の
菩
薩
の
誓
願
で
あ
る
。
こ

の
菩
薩
達
は
迫
然
の
必
然
を
知
り
な
が
ら
、
敢

え

て
弘
通

を
誓

っ
た

が
、
日
蓮
は
こ
の
誓
願
を
自
身
の
こ
と
と
し
て
読
ん
だ
。
「我

不
愛

身

命
」
の
文
は
、
法
華
経
の
行
者
が
発
す
べ
き
誓
願
な
の
で
あ
る
。

日
蓮

の
い
う
法
華
経

の
行
者
は
次
の
三
条
件
を
必
要
と
す
る
。
第

一

に
法
華
経
を
弘
通
す
る
が
故
に
迫
害
を
被
る
こ
と

(値
難
)。
第
三
に
法

華
経
色
読
の
具
体
的
証
拠
と

し
て

「
三
類
の
敵
人
」
を
顕
す
こ
と

(証

明
)。
第
三
に
末
法
に
法
華
経
を
受
持
す
る
も

の
と

し

て

「我
不
愛
身

二
三
九
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日
蓮
に
お
け
る
法
華
経
行
者
と
持
経
者

(渡

辺
)

命
但
惜
無
上
道
」
と
い
う
八
十
万
億
那
由
佗
の
諸
菩
薩
の
誓
願
を
自
身

の
誓
願
と
し
て
発
し
、
行
動
す
る
こ
と

(誓
願
)。
こ
の
三
つ
を
体
現
し

て
始
め
て
真

に
法
華
経
を
色
読
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
持
経
者
は
法
華
経
の
行
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
の
か
。
『法
蓮
抄
』
(九
三
七
頁
)
に
は
、
法
華
経
の
行
者
を
賛
嘆

す
る
功
徳
を

『法
師
品
』

の
持
経
者

の
文
を
も

っ
て
答
え
て
い
る
。
こ

れ
は
、

日
蓮
が

「持
経
者
」
と

「法
華
経
の
行
者
」
と
を
極
め
て
近
似

し
た
も

の
と
捉
え
て
い
る
た
め
と
理
解
で
き
る
。
日
蓮
の
規
定
す
る
持

経
者
は
値
難
と
い
う
色
読
を
成
就
す
る
者
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
法
華
経

の
行
者

の
第

二
要
件
と

二
致
す
る
。
遺
文
に
は
、
証
明
と
誓
願
は
明
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
法
華
経
を
未
来
記
と
し
て
捉
え
る
と
き
、
こ
の
三

要
件
が
欠
け
て
は
真
に
法
華
経
を
色
読
し
た
と
は
言
え
ま
い
。
こ
の
点

で
、
「持
経
者
」

は

「法
華
経
の
行
者
」
に
内
包
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

四

日
蓮

の
法
華

聖

へ
の
視

線

持
経
者
と
認
識
さ
れ
て
い
た
法
華
聖
を
日
蓮
は
ど
う
評
価
し
て
い
る

か
。
遺
文
に
は
法
華
聖
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、

『南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
(三
二
七
頁
)
『
忘
持
経
事
』

(四
〇
四
頁
)
『法

華
・題
目
抄
』
(
一
二
五
〇
頁
)
な
ど
に
示
さ
れ
る

「持
経
者
」
は
こ
れ
ら

聖
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
示
さ
れ
る
の
は
法
華
経
を
重
要
視
し
な
が

ら
そ
の
本
質
を
理
解
し
な
い
人
々
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
で
あ
る
。
法

華
経
専
修
や
読
誦
重
視
と
い

っ
た
特
質
は
日
蓮
と
共
通
す
る
基
盤
で
あ

二
四
〇

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
聖
に
は
値
難

・
証
明

・
誓
願
と
い
う
三
要
件
が

具
足
し
て
い
な
い
。
日
蓮
が
こ
れ
ら
聖
と
最
も
異
な
る
の
は
、
末
法
の

衆
生
救
済
を
第

一
に
お
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

む
す

び

日
蓮
の
持
経
者
認
識
の
特
色
は
単
に
読
誦

に
と
ど
ま
ら
ず
法
華
経
受

持
と
い
う
面
か
ら
法
華
経
色
読
ま
で
踏
み
込
ん
だ
所
に
あ
る
。
当
時
の

一
般
通
念
と
し
て
の
持
経
者
は
、
法
華
経
を
読
誦
修
行
す
る
者
、
特
に

法
華
聖
を
指
し
た
。
し
か
し
、
日
蓮
に
お
い
て
は
、
未
来
記
と
し
て
の

法
華
経
を
末
法
に
受
容
す
る
法
華
経
色
読
者
が

「持
経
者
」
で
あ
り
、

法
華
経
の
行
者
の

一
側
面
と

い
え
る
。

「持
経
者
」
の
語
は
い
く
つ
か
の
遺
文
に
見
出

せ

る
が
、
法
華
経
受

持
者
に
対
す
る
諺
法
の
罪
を
指
摘
す
る
経
典
引
用
が
多
く
、
文
永
元
年

系
年
の

『南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
以
降
、
自
身
を
持
経
者
と
し
て
積

極
的
に
規
定
す
る
文
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。

こ
れ
は
日
蓮
が
末
法

に
お

け
る
法
華
経
弘
通
者
と
し
て
法
華
経
の
行
者

の
自
覚
を
深
め
、
い
わ
ゆ

る
持
経
者
を
超
越
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

※
文
中
に
示
し
た
日
蓮
遺
文
は
す
べ
て
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編

『
昭

和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
に
拠
り
、
(
)
内
に
そ
の
頁
を
記
し
た
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

日
蓮
、
法
華
経
の
行
者
、
持
経
者

(立
正
大
学
大
学
院
)
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